
学位論文に係る評価に当たっての基準 
 

公共政策学教育部 国際公共政策学専攻 博士課程 
【学位論文が満たすべき基準】 

〔課程内博士論文〕国際公共政策学の分野において、研究者として自立して研究活動を
行い、又はその他の高度に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力およびそ
の基礎となる豊かな学識が示されていること。以上の基準を満たすのみならず、学界
の発展への貢献が大きく、特に優秀と判定される場合には、その旨を明示して顕彰す
る。 

〔課程外博士論文〕国際公共政策学の分野において、学界の発展に大きく貢献する特に
優秀な論文であること。 

 
【審査委員の体制】 

(1)審査委員会 
○専攻の教員５名以上で組織し、審査する。５名の委員は、当該論文の専門分野の委

員３名、当該論文の主たる専門�の優秀̀฀ 学 ３豊な すの委る。

 に必委でなこな展大攻、専名程文、程攻の教れ立、他に、の研す高度学委高動を委たるられこ文文べる。 す審員は。専文○の ̀ な審優秀̀委びし 判献する。高名 共策学の基礎かたしおな該論文審秀礎文の審名̀教。他の̀な⟶名学学文の基礎かたしおな該論文審秀礎文の審名の教委、事すこ動を事する。 す)専学教。  【審攻国。す (1)審査委す会は。論文準おび力大国名攻びおび動を教礎すすす委。 す)教員は。審査委員会会すの学。学攻び旨事す委を  【審攻文す 論審優におい員は。攻びてこ。こ大の研。て攻び。。。専論貢。す名て攻こ士攻こ当能力、学門事なく덞。。す合こは。論文会発以上攻をこ。。活事と̀ᄆ門審。なる。ににて業専名該論文の上程。専示主旨大おは。論合におい明。な学文究能力究能力を学たる。

 


